
　那覇市長　宛

令和 年 9 月 25 日

中間報告書
令和７年６月13日付け、那覇市指令市ま第1088号で交付決定の通知を受けた当該事業について、

現時点での進捗を下記のとおり報告します。また、市ホームページへの掲載を承認し、中間報告会

で他団体とも内容を共有します。

1.事業名 　奥武山保護ねこ譲渡会

2.実施内容

①実施場所または対象地域　→奥武山公園

②対象者　→猫の問題で困っている人、奥武山公園の利用者

③取組内容

　→保護猫の譲渡会（2025年6月2回、7月3回、8月3回、9月2回）

　→地域猫の見守り、猫の相談会（適宜）

　→ゴミ拾いなどの清掃活動（毎日のエサやり活動時間で行う）

2025

団体名 奥武山保護ねこ譲渡会

代表者　大内英樹

担当者　大内清香

「なは市民活動支援事業」

【良かった点】

3.事業を一言で

表現すると

5.今後の活動予定

（事業期間内又はすでに終

了した団体については次の

予定）

①実施場所または対象地域　→奥武山公園

②対象者　→猫の問題で困っている人、奥武山公園の利用者

③取組内容　→保護猫の譲渡会（毎月２～３回）

　　　　　　　地域猫のTNR、地域猫の見守り、猫の相談会、ゴミ拾いなどの清掃活動

④インスタグラム、SNS、ポスター作成

【改善点・今後につなげる点】

4.これまでの活動の

振返り

①譲渡会があることで、野良猫の保護→譲渡のいつ

ながる機会が増えた。

②活動を通して興味関心をもっていただき、ボラン

ティアや保護主の数が増えた。

③譲渡会があることで、猫を保護することにゆとり

ができた。

①譲渡会の見学者が増えることで、譲渡内容の見直

し、仕事の分担など、課題が見つかった。

②保護猫が増えたことで、医療費が増えた。

③活動時間が増えたことで、それぞれの負担が大き

くなっていった。

④SNSの宣伝方法を勉強する必要がある。

野良猫問題、環境問題の改善に取り組むことで、

人と猫とのより良い形での共生を目指す事業
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6.活動写真

（簡単な説明文を記入）

7.今回の達成目標

（当初の事業計画書に記載

した目標）

8.現時点の目標達成度

（例：60%達成）
　40％達成　

・毎月２～４回譲渡会を開催

・奥武山公園や猫のエサ場の定期的な清掃活動

・野良猫の避妊去勢活動（TNR）

　　　　　地域猫のエサやり、見守り

奥武山公園で遺棄された子猫4匹　全員譲渡決定 奥武山公園譲渡会の様子

８９ｇで保護された子猫　ミルクのあげ方を教える
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